
1

愛知の 「派遣村」に訪れたある相談者の生活史

生活の解体 と再組織化の視点か ら ・

西 川 知 亨

1は じめに

日本 は今、格差 とい うよ りも 「貧困」 が大 きな社会 問題 となって いる。その象徴が、

2008年12月31日 か ら年明けにかけて東京 ・日比谷公園で開かれた 「年越 し派遣村」であろ

う。年越 し派遣村 には、職や住 まいを失い、「生存」が脅か されている多 くの人々が、食

事や寝床を求めて集まった。炊 き出 しの食事を受け取 った り生活相談 を受けた りするため

に並ぶ人々の長蛇の列は、テレビな どのマスメディアで連 日報道 され、これが本当に経済

大 国日本の姿なのか、 とい う印象 を抱いた人 も少な くなかっただろう。2009年6月28日 、

東京の 「派遣村」 は閉村 した。 しか し、「派遣村」的な活動は、現在、全国各地 に広がっ

ている(宇 都宮 ・湯浅編2009:35)。

厚生労働省のデータによれば、愛知県は、非正規雇用の失職者数が、全国ワース ト1で

ある。その愛知県において現在展開されている支援活動 も、その ような 「派遣村」的活動

の一つである 〔1,。愛知県の 「派遣村」活動は、2009年3月2日 、「愛知派遣村実行委員会」

の結成によって開始 される。以来、筆者は この組織の一員 として参加 しなが ら、彼 ・彼女

らの活動 を調査 している。 この組織は、相談会、各所 要請、交流集会など様 々な活動を行

っている。ここでは、司法書士、弁護士 などの法律家、医師、看護師等の医療従事者な ど、

様々な分野の専門家が、 自らの専門知識 を生か して、困窮する人々の支援 に取 り組 んでい

る。 また、この組織 には、この ような専門家のみな らず一般の市民 も多 く参加 している。

こうした彼 ・彼女 らの活動 に関 して、社会学の立場か ら、その具体的な成果や社会的な影

響 を分析す ることがあ りえる。 しか し、そこに訪れる相談者に光 をあて、この組織をいわ

q,愛 知県内の 「派遣村」 活動 は、東京 でおこなわれた 「年越 し派遣村 」の ように宿 泊所 を用意す る

もので はないために、「派遣村」の名に値するのか とい う議論が、実行 委員会で もおこなわれている。 だが、

貧 困に対峙す る 「年越 し派遣村」 の理念 に敬 意を示す と同時に、その実践 を 目指す とい う趣 旨で、実行委

員会の名称 として も 「派遣村 」 とい う言葉を用いている。
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ば媒介 にして、そもそ もどのような人が どういった経緯でその組織に訪れ、また、組織 と

の出会いを通 じてその人の生活がどう変わっていったかを明らかにすることも重要であろ

う(・}。

本稿では、愛知県内の派遣村相談会に訪れたあ る男性の事例 を通 じて、「貧困」か らの

脱却に何がかかわ っているのかを考察す る 〔3)。近年、困難な状況に対する適応の決め手と

なる資質や社会資本に対する関心が、心理学や逸脱論などの分野で高 まっている。そ うし

た 資 質 や 社 会 資 本 な どを 用 い た 「回復 力 」 の こ と を 「レ ジ リエ ンス(resilience)」 とい う。

筆者の関心 は、 レジリエ ンスに関す る知識を深めることにある。本稿の目的は、こうした

研究 を今後行ってい くための下準備 として、 まず は貧 困 とい う困難な状況に陥 った人が、

その状況を どう認識 し、 どう対処 したかをつぶ さに記述す ることである ω。「生活解体」

とは、秩序だった生活構造 ・パ ター ンが崩れることより、社会参加のための生活システム

が うまく機能 していない状態 をあらわ してい る。本稿で とりあげるのは、愛知県において、

「期間工」(5》として勤務 していた大手 自動車会社か ら 「契約満了」 を理 由に、退職 と退寮

を迫 られ、生活解体 を経験 したある50代 の男性であ る。本稿では、 この男性の生活史を詳

〔2)筆者が馴染 んできた理論 的背景 につ いては、西 川(2002,2003a,2003b,2003c,2004,2007a,2007b,

2008a,2008b,2009)な ど。 シカ ゴ学派の社会解体 ・再組織化論 は、社 会あるいは生活、個人がた とえ 「危

機」 に陥って も、何 らかの形 で立 て直 しを図ろ うとす る社会 的コ ン トロー ル研 究であ ると解釈 しうる。初

期 シカゴ学派 を リー ドした一人であるE・W・ バージェスの 「解 体が再組織化 を志向 し、 よ り有効 な調整作

用 を営 むか ぎ りにおいては、解体 は病理的 な もの としてで はな く、む しろ正常 な もの と して考えな くて は

な らない」 とい う有名な フレーズは、そ こに内在 する社会病理学 的側面 を批判 的に とらえる必 要はあ るも

の の、社 会生活が解体 状態か ら再組 織化へ と志 向するため の視点 として、参 照 ・活用 されて しか るべ きだ

ろう(Burge8sl1925]1967:54=1972:56)。 社 会解体 と個 人解 体、あ るいは生活解体の 関係性 につい ては、

内外 にお ける一連 の 『ポーラ ン ド農民』研 究が扱 っている。た とえば、宝月(2000)な どを参照。
131「派遣村 」活動では、た とえば、相談者が次の 日にはスタ ッフとなる、 あるいは相談員 を含むスタ

ッフと懇 親会 を共 にす る、 な どとい ったこ とが 見 られ る など、相談 者 と相 談に応 じる者 との間 に明確 な

「線 引 き」がな されて いない。誰 しも 「貧困」状況に追い込 まれ る可能性 がある、 とい う意識が、相談 に応

じる者たちの間で共有 されている ように見える。
{4}菅原(仮 名:後 述)が 派遣村活動 にお ける交流集 会のなかで語 った内容 を、 本人が 原稿化 した もの

を もとに して、筆 者が本人の生活 史 リス トを作 成 した。そ の リス トを事前 に菅 原に郵送 し、2009年9月2

日の インタビューを迎 えた。 これに似た方法 は、 シ ョウや サザラ ン ドをは じめ とした シカゴ学派の生活 史

法の研究者 によって もな されている(Shaw【1930】1966;ConwellandSutherland1937)。

イ ンタビューは、現在の菅原の生活圏内にあ る公共機関 と、 その近隣のX公 園で行 われ た。 インタビ

ューにお ける聞 き手は、大 山小夜(金 城学 院大学)と 筆者であ る。 イ ンタビュー時、菅原 をよ く知 る、 「派

遣村」 活動の メ ンバー2名 が 、全 インタビュー時間の5分 の1程 度、同席 していた。筆者 は、時折、そ の

2名 に も、 イン タビュー内容 に関する意見 を求 めた。 インタ ビュー時間 は、約10時 間で あったが、その う

ち、録音 機で記録 した時間 は、6時 間20分 である。後 日、文 字にお こ した原稿 は、菅原 によって2度 のチ

ェックを受 けた。
{5》「期 間工」(季 節工)と 言えば

、 自ら自動車工場に期間工 として潜入 し取材 した鎌田の著作(1983)

が よ く知 られてい る。 期間工が 直接雇用 であ るの に対 して、現 在特 に問題 となってい る 「派遣」労働 は、

雇用責任 が曖昧 にな りがち な 「間接 雇用」であ り、 自動車工場 において は期 間工 よ りもさ らに劣悪 な労働

条件であ ることが指摘で きる。
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述 し、資質な どの資源に注 目する。これ らの作業 を通 じて、この男性が、①生活解体以前

よ り、 どのような資質を持 っているのか、② どういった状況下で自らの諸資源を失って生

活解体 を経験 し、 また、③手持 ちの資質や資本などを再編 しながら活用 して生活 をどう再

組織化 してい くのかを明 らかにする。その結果 として本稿で明 らか となるのは、<さ まざ

まな資源を失った り、その有効性が減退 したなかで生活解体が起 こって も、ある種 の資質

を有 していれば、生活解体の程度が軽度ですんだ り、その後の生活の再組織化が容易 とな

りうる〉ということである。 そ して、 こう した事実か ら逆 にうかがえるのは、その背後に

は、 こう した資質に恵まれず、社会が用意 したさまざまな安全網の穴 をす りぬけて生命の

危機 に直面 した り犯罪な どの逸脱行為に走 った りす る人がい る、 と思われるこ とである。

生活上の危機 は、外部状況の何 らかの変化に ともなって、それ までは外部状況 に適応 して

きた資源の有効性が低下 した り、資源その ものが失 われた りす ることによって起こる。 こ

のため、危機へ の対処 には、新たな資源 を外部か ら調達 し投入することの重要性が一般 に

指摘 されている。だが、それだけではな く、実際には、危機以前 に自らの内部に蓄積 され

内面化 されている資質も大きな役割を果たす。 こうした資質が実際にその人の人生におい

て どの ような役割 を果たすのかを理解するには、その人がこれ までの人生において行 って

きた さまざまな出来事への対処の仕方 と、その後、直面する危機へ の対処の仕方などを、

一連の時間の流れのなかで具体的 にみてい く必要がある(%

以上、本第1章 では問題設定をおこなった うえで、次の第2章 では、本稿で考察す るあ

る男性 が後に出会 うこととなる愛知県でおこなわれている 「派遣村」の中身、また、そこ

に訪れる人々の特徴 を概観す る。第3章 では、この男性が生まれ故郷か ら愛知県へ移住す

る前の生活史につ いて記述す る。 第4章 では、愛知県における大手 自動車会社勤務時代の

生活の様子 の叙述 をおこな う。第5章 では、職 と住 まいを失って しまったために、ホテル

生活、路上生活を強い られていた時期の生活解体 について記述す る。第6章 では、「派遣

村」 と出会い、生活解体前の資質、資源、社会的資本をも合わせて活用 しなが ら、あ らた

な生活の再組織化へ志向す る様子 について考察す る。 こうした考察 を踏 まえて、本稿の末

尾では、生活解体前か ら有 していた要素であ る資質が危機 を最小限に抑える上でも、また

生活 を早期に再組織化する上でも重要な役割を占めていることを明 らかにす るω〔8}。

㈲ 本稿 で用 いている 「資源」 とは 「利用 しうる必要 なもの」、 「資 質」 とは 「個 人に帰属 しうる資源」

を意味す る。
17'「派遣村 」活動 と貧困についての論説 は数 を増や して きてはいる ものの

、 「派 遣村 」活動やそ こに

訪 れる相談者 に関す る社 会学的研 究はほ とんどない。その一 方で、貧困研究 について は、一 連の シカゴ学

派(質 的 ・量的 な)モ ノ グラフ研究 をは じめ、 内外 にお いて、膨 大な蓄積が ある。生活の解体 、 とくに貧

困か らの脱却 に関す る研究 につ いては、近年で言 えば、た とえば、社会 人口学 的要因(Caputo1997)、 収
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2あ る地方都市 での 「派遣村」活動一 愛知県における岡崎 ・知立 ・豊橋

愛知県内の雇い止め等の状況は、とくに深刻であると言われているが、それを裏付ける

次のようなデータがあ る。2008年10月 ～2009年12月 の期間における、非正規労働者 の雇い

止め等の状況をあ らわす都道府県別デー タである。 ここで示す ものは、2009年11月27日 、

厚生労働省によって発表 された ものである。それ を見 ると、全国で約25万 人、その うち6

割 近 くが派遣 労働 者で ある。 また、全体 の約25万 人 の うち、約17%は 愛 知県であ り、

41145人 である。 これは、ワース ト2の 東京の11000人 を大 きく引 き離 してお り、 このデー

タか らも、愛知県内で起 こってい る雇用情勢の 「異常 さ」が際立ってい る(厚 生労働 省

2009:4)'9'a

(表1)非 正規労働者の雇い止め等の状況(2008年10月 ～2009年12月)

順位

i

2

3

4

5

都道府県

愛知

東京

長野

三重

神奈川

人数計

41145

11000

10809

8981

8610

派遣

22620

716

7650

5559

5296

契約(期間工等)

13719

4343

1390

2996

2017

請負

3425

654

794

262

100

その他

1381

5287

975

164

1197

*厚 生労働省(2009:4)(11月 報告速報)よ り作成

これ らの情勢 を一つの背景 に して、2009年 の愛知県内では、「派遣村」活動がおこなわ

れている。本稿執筆時、愛知県では、派遣村 の名前を冠する組織 が3つ ある。それ らは、

「愛知派遣村実行委員会」「知立団地一 日派遣村実行委員会」「豊橋派遣村実行委員会」で

ある。3つ の実行委員会は、相談会や集会 を行 う際には、お互い を訪問、協力するなど、

入源 の 多様 化(Krishna2004)、 住 居 の移 動

就業 ・失業の出来事

(Keels, Duncan, Deluca, Mendenhall and Rosenbaum 2005),
(Callens and Croux 2009) を強調する ものがあ る。 そのなかで、本稿では、初期 シ

カ ゴ学派 の研究 を手がか りとして、 これ までの研 究が あま り強調 しなか った生 活 史上 の社 会心理学的要 因

に も着 目し、生活の解体以前の資質が組織化に果たす役割について着 目する。

〔8》本稿の意義 は、第1に 、今後、 名称 としては消 えてい くか もしれ ない 「派遣村 」活動 とそ こにか

かわ る人 々の経 験 に焦点 を合わせて いる点にあ る。第2に 、実態 と してあ ま り明 らか となってい ない、現

代 日本 におい て 「貧困」 に陥 る人の生活の解体 と再組織 化の過程 を詳細 に描 いて いる点 にある。第3に 、

生活の組織 化が比較的容 易であ った と考 え られ る事例 を取 りあげ るこ とで、社会 的コ ン トロー ル ・組織化

の理論への インプリケー シ ョンの提示 を試みてい る点であ る。
団 厚生労働省が おこな った調査 では実態 の一部 しか と らえ られてお らず 、実際の数 はもっと多い と

の指摘があ る。
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相互に連携 しなが ら活動 をしている。

各実行委員会は、各分野の専 門家/非 専 門家のメンバーか ら構成 されてお り、いずれの

メンバー もボランテ ィアであ る。専門家 とは、弁護士、司法書士、医師、看護師、労働問

題専門家、ケースワーカー経験者 などである。非専門家 とは、上記の専門家 に該当 しない

市民 などを指す。

実行委員会の活動内容 は多岐 にわた るが、活動の うち もっ とも重要 で象徴 的なの は、

「相談会」である。 これ まで、相談会 は、3月 に岡崎で 「反貧困 ・駆け込み相談会」、4月

に 「知立団地一 日派遣村」、5月 と10月 に 「豊橋 一 日派遣村相談会」が実施 されている。

また、8月 と11月 には、これ らの活動 に刺激を受けて、 日本司法支援セ ンター愛知地方事

務所、厚生労働省、総務省の 「後援」 を得て、日本弁護士連合会、愛知県弁護士会が、そ

れぞれ愛知県刈 谷市 ・岡崎市 において 「雇用 と生活無料法律相談会」を実施 しているが、

愛知派遣村実行委員会はこれ らの相談会に外部団体 として 「協力」 した。

筆者は、愛知派遣村実行委員会の一員として、上記のうち3月 一5月 の計4日 間行われ

た相談会の集計(お よび相談員などへの聞き取 り)に 協力 した。具体的には、相談会では、

来談者 について、1ケ ースごとに相談票 を作成す る。 そこで、この4日 間に相談会に訪れ

た計297人 の相談票の結果か ら重要な項 目を抜 き出 して集計 した。この集計結果 と、相談

会 を通 じて実行委員会のメ ンバ ーが気づいたことな どを総合することで、24項 目の問題点

が明 らか になった。(愛 知派遣村実行委員会 ・知立団地一 日派遣村実行委員会 ・豊橋 派遣

村実行委員会2009;大 山2009a,2009b)。

これ らの問題点 は、基本的に、「労働」「多重債務」「生活」 「住 まい」「健康」 に整理 さ

れた。〈労働 〉問題の一例 をあげると、「非正規労働者 ・外国人労働者が不安定 な就労 と

収入の状態を強い られていること」、「派遣会社 によって 『不当な』控 除がおこなわれてい

ること」、「解雇 とともに住 まい を失いが ちであること」、「企業が雇用保険の手続 きを とろ

うと しないこと」な どであ る。 〈生活 〉(生 活保護)問 題 としては、「生活保護 を申請 し

ても、開始決定までの間、生活困窮に陥ること」、「行政が名 目賃金を収入と して認定 して

しまうこと」(実 際には種 々の名 目で給料か ら差 し引かれる)、 「現実や本人に即 した指導

を福祉事務所がおこなっていないこと」、「生活保護以外の施策が利用 しに くいこと」、な

どがその例である。 〈住 まい〉の問題 としては、 「住 まいを失った人に対 して、行政がア

パー トの情報 を提示 しない ということ」、「行政が紹介 した宿泊所が 『不 当な』控 除をおこ

なっていること」、「公営住宅の不足、お よび生活保護制度の周知不足のために、 とくに日

系人において世帯が錯綜 していること」(複 数の世帯が共同生活 を行 うことを強い られて

い る)、 「緊急宿泊施設が不足 していること」、な どである。 また、〈健康〉問題 としては、
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「相談者 の心身疾患 に対 して適切 な治療が受け られていないため、

高 まっているとい うこと」が挙げ られるqo)。

うつ病や 自殺 リスクが

3相 談者の生活史から見る生活解体と再組織化一 家族環境など

3-1相 談者であるインフォーマン トについて

次節以降の、相談者にかんす る詳細な生活史の紹介 に入 る前 に、本節では、この男性の

生活史の概要を紹介する とともに、彼の生のプロセスを、生活解体 と再組織化 とい う視点

か ら、4局 面 にわけてみてお こう。この男性の名前 は、菅原健(仮 名)と い うm)。 調査時

の年齢は50代 である。近年、非正規雇用などの労働 ・就労 問題 に関 しては、特 に若年者が

クローズアップされがちである。 このため、愛知県内の派遣村相談会への来談者 も若者が

多い とい うイメー ジを持つ人が多い と思われる。 しか し、来談者は、必ず しも若年者ばか

りとい うわけではない。先 の岡崎 ・知立 ・豊橋の3回 の相談会における相談者の年齢層は、

20代 か ら70代 まで と幅広 く、平均年齢は、男性45.4歳 、女性40.4歳 であ り、 したがって、

菅原は、愛知派遣村の来談者のなかでは平均 よ りやや年長 とい うことになる。

菅原 と筆者 とは、愛知県内における 「派遣村」活動 を通 じて知 り合 った。筆者は、2009

年3月 より、愛知の派遣村活動 に参加 しなが ら調査をお こなっているが、菅原のことを知

ったのは、2009年5月 であ り、実際にお互 いの名前を知って会話や私信 を交わす ようにな

ったのは、2009年8月 か らである。

菅原は、関西の出身であるが、派遣村相談会に来る前は、愛知県にある大手 自動車会社

で 「期間工」 として働いていた。それ以前 より、菅原は、この会社 との間で、契約の更新

を継続 して きた。だが、2008年10月 中旬、事前に会社側か ら出 されていた契約の延長の打

診 を一方的に撤回される。そ して、この ことにともなって、退社規則 にのっとって、退社

後3日 以内に、会社が提供 していた寮を出ることになった。その後は、手持 ちの所持金で

qo)筆者 ら(大 山小夜 ・近 藤敬子 ・筆者)が お こなっ たこれ らの集計結果 を一部 として、実行委員会

は、資料 を作成 した。これ は要請 に説得力 を持 たせ る資料 と して、愛知派遣村 実行委員会 のメ ンバー によ

って活用 された。具体的に、各 メディア関係者 を集めた記者会見、 「派遣村」全 国 シンポ ジウム、県庁産業

労働部就 業促進課若 年者 ・地域雇用 対策 グループ分室な どへ の聞 き取 り、愛 知派遣村交流集 会での基調報

告(大 山2009b)、 全国 クレジ ット ・サ ラ金 ・商工 ロー ン ・ヤ ミ金被害者交流 集会分科会報告、愛知県各市

町村福祉事務所への要請 などの際 の資料 として用 い られている。
〔IP本人は

、交流集会 で体験 談 を語 って いるが 、その内容 を後 日、原稿記録 と して残 すこ とが実行委

員会の メ ンバー によって提案 された。 本人 は実 名で もか まわない と述べ たが 、その後、 メ ンバ ー とのや り

と りの なかで、 「ハ ンサム」 な 「菅 原文太」 「高倉健 」の名前 をあわせた 「菅 原健」 を使用す る ことを本 人

が提案 した。
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ビジネスホテルに宿泊 し、ハ ローワークや就職情報誌を使って就職活動 をしていたが、就

職が決まることはなかった。そのうち、所持金 も使い果た し、宿泊施設に泊まることもで

きなくな り、路上生活を強い られるようになる。

菅原は派遣村相談会には、相談をする立場 として訪れた。だが、調査時は、相談会を経

て、生活保護 を受け、愛知県内の派遣村実行委員会の メンバーの一員 として相談に応 じる

活動 もしている。

以上の彼の経緯 を、本稿の関心の1つ である生活の解体 と再組織化 という視点からみた

場合、どのようにとらえることができるだろうか。彼の場合、最大の生活の解体の時期は、

「期 間工」 とい う非正規雇用の契約満了 とともに、職 も住 まい も失い、さらに路上生活 を

強いられた時である。この ように、仕事 とともに住 まいを失い、路上に放 り出される事例

は、菅原だけでな くて多 くの事例で見 られる。その一方で、菅原の場合 は、生活の解体の

期 閲や程度が比較的浅 くてすんだこと、また、その後の再組織化 も円滑 に進んだケースと

もいえる。そのことの理由の1つ として、人なつっこさ、ユーモアの精神、律儀 さ、 とい

った彼個人に帰属 しうる資源、すなわち彼の資質が様々な場面においてプラスに働いてい

たということが、生活史か ら浮 き彫 りになる。そのほかの資質 としては、た とえば長時間

のインタビューにおいて、この種の調査や労働 問題について無知なインタビュアー(筆 者)

に対 して、話題が途切れ ることな く、 自分の生活史をわか りやす く整理 して説明す ること

ので きる知性 も含まれる。

このように、菅原の事例は、典型的な現代の労働 ・貧困問題が見 られる一方で、生活 を

組織化する際 に用い られ る資源面では、おそ らくは他の多 くの、派遣村 にた どり着 くこと

ので きない人 々と異なる資質を持つ。この資質が、結果的に彼の生活の解体の程度 を軽減

し、 また、その後、早期の再組織化 を可能に している。本節の最後に、菅原の生活史を年

表 にしてお く(表2)。
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(表2)菅 原の生活解体と組織化に関する生活史

年(居 住地)

1950年 代

～2007年11月

(関 西 地 方)

2007年11月 ～

2008年10月

(愛 知 県Z市)

2008年10月 ～

2008年5月

(愛知県Z市)

2009年5月 ～

(愛知県Z市)

生活の組織 ・秩序など

1関 西地方での生活期

(定位家族 ・生殖家族 ・労働

生活の もとでの生活秩序)

H大 手自動車会社勤務塑

(新たな生活の組織化)

皿 仕事 ・住居喪失期

(生活の解体)

IV派 遣村活動への参画期

(生活の再組織化)

地位 ・できごとなど

・誕生

・小学校入学 ・卒業

・中学校入学 ・卒業

・高校入学 ・卒業

・短大入学 ・卒業

・D社 への就職

・E社 への出向

・結婚 ・3人 の子の誕生

・離婚

・父親の介護、死別、D社 退職

・大手自動車会社の期間工勤務

・「契約満了」を理由とした退職勧告

・ビジネスホテルやネ ットカフェでの

生活

・X公 園などでの路上生活

・ 「派遣村相談会」で相談

・生活保護の受給

・派遣村実行委員会のスタッフとなり、

活動参画

3-2愛 知県への移住以前 関西地方での生活

3-2-1定 位家族の環境

菅原健は、関西地方のある街において、6人 兄弟の5番 目の子 としてこの世 に生を受け

る。兄弟 は、一番上 と一番下の2人 が女性(姉 と妹)で あ り、あいだの3人 は男性(兄)

である。

菅原の父親(1910年 代生 まれ)は 北海道網走市番外地で育 った。家はかな り貧 しく、菅

原は、父親が中学校 を卒業 しているか どうか分か らないという。元号が大正か ら昭和に変

わった頃、関西の親戚の家に、一家で身を寄せ る。 ただ し、菅原は、 この親戚 に会ったこ

とがない。ちなみに、菅原は、この父方の祖父母に も会ったことが ない。父親 は、関西で

は鉄工所 に勤務 していた。経営者になることが夢 だった。 しか し、菅原によれば生来の
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「お人好 し」であ り、その夢が実現す るこ とはなかった。性格は まじめで、気が弱 く、い

つ もニコニコ していた という。借金 もあったようだとい う。 しか し、菅原 によれば、「お

や じについて、それ以上詳 しいことは、よく知 らない」。2006年 、老衰で亡 くなる。

菅原の母親は、1910年 代 に関西で生 まれ、本稿執筆時 も健在である。庄屋の裕福 な家庭

に育った。母親の父親、つま り菅原の祖父はかな り教育熱心であ り、「女にも教養が必要

である」 と考えていた。実際、母親は女学校 を経て、小学校の教員を していた。母親の母

親は、有名 な教団の幹部職 を務め る 「No.3」 であ り、直系の大教会 を所有 してお り、

母親にはいつ もお供の人がついていた。教会には、中心に付属のプールがあるほどの豪華

さであった。

この母親は、気が強い しっか り者であ り、働 き者であった。彼女が菅原に 「肝に銘 じて

おけ」 と何度 も言っているこ とが2つ あ る。第1に 、「太陽に背 を向けて生活 しないとい

けないようなことはす るな」であ る。道の端っこではなくて、真ん中を堂々と歩けるよう

な、まっとうな人間になれ というこ とである。第2に 、「人間は生 きている間は、死ぬ ま

で勉強だ」 ということであ る。筆者は、それは人生哲学みたいなものですね、と尋ねたが、

人生哲学 というよりも、経験のなかか ら編み出 したものだろうと菅原 は答えた。

菅原 自身も含め、菅原の兄弟や親戚 は国公立大学をは じめ とした難関大学を出ているな

ど、教育を受けている者が多い。また、これらの大学 を経て、有名企業に勤める者 も多い。

「とてもホーム レスを経験 した者の親戚には見えないでしょう」と菅原は述べる。菅原は、

メモを見なが らも、す らす らと兄弟の経歴や人 となりについて話 してい く。甥や姪 の経歴

にもよ く通 じていたのだが、それは入学 ・卒業のたびに 「お祝い」を渡 しているか らよく

覚えているのだと話す。こうした思慮深 さ、几帳面さは、既述 した菅原の文化資本 とは別

に、菅原自身に帰属 しうる資源、すなわち菅原の資質をよくあ らわ している。

3-2-2学 生時代

中学ではテニス部 に所属 した。県 レベルで優勝 したことはなかったものの、たいていベ

ス ト4、 常 にベス ト8に 入 る実力の持 ち主であった。 このため、ある私立高校か ら推薦入

学を誘われた。 だが、菅原が選んだのは、地元の進学校である公立B高 校であった。菅原

は、あ まり勉強 をしなかった。兄たちは、「自分たちは必死になって勉強 して入 ったのに、

なぜ勉強 していない健が入れるのか」 と多少の 「やっかみ」の意を込めて菅原に言ってい

た とい う。姉の娘は、「お母 さんが言 っていたけど、きょうだいの中で、健のお じさんが、

一番賢いだろうって」 と話す。菅原がB高 校 を選んだのは、同級生で 「気になる」女の子

が進学す ると聞いていたか らである。 しか し入学後、その女の子は別の公立高校に進学 し
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ていたことを知 り愕然 とする。

高校時代、菅原は、キャディーの仕事のほか、飲食店でアルバイ トを した。その飲食店

では、「ウェイター」㈱ をや りた くてアルバイ トに応募 した。採用が決ま り、彼は、憧れ

の ウェイターの仕事がで きると期待に胸 を躍 らせ た。だが、人手の関係か ら、初 日に 「洗

い場」部門にまわされて しまい、以後、 ウェイターの夢は実現 しなかった。その後、調理

を手がける 「和食」部門にまわ され る。 しか し、これがだいぶ後の彼の生活に大 きく役立

つ。現在、菅原は一人でアパー ト暮 らしをしている。外食は高 くつ くため、自炊が欠かせ

ない。菅原は、この時の和食調理の経験 を活か し、 自らの食事のみな らず、湯谷(仮 名)

の 「とっつ あん」 にも食事 を提供する。「とっつ あん」 とい うのは、70代 で、菅原 と同 じ

時期にX公 園で路上生活者 として過 ごしていた仲間である。後で も触れるが、「とっつ あん」

は、菅原が路上生活か ら抜け出 した後 も、かけが えのない(年 上の)友 人 となっている。

インタビュー前 日にも、菅原は、 とっつ あんに 「鰯の生姜煮」 をふるまい、「酒のアテが

で きた」 と喜ばれている。

菅原は、若 くして亡 くなった一番上の兄 を尊敬 していた。そこで、兄 と同 じ公立のA大

学経済学部 に進学 したい と考え、その一校のみ受験 した。 しか し、「世の中、そんなに甘

くはなか った」。勉強 をあま りしなかった菅原は不合格 となった。他の4年 制大学はすで

に入試 日程 を終えてお り、就職す ることも難 しかった。兄弟が多 く、家計 もさほ ど余裕が

あ るわけではない。 このため 「浪人」す ることはで きなかった。だが、菅原は、学ぶこ と

は好 きであったため、大学に何 とか通いたい と思った。そこで、入試 日が遅かったC短 期

大学夜間部 に進学する。

短大時代、夜は通学 し、昼は百貨店の海苔屋でアルバ イ トをした。短大では、メデ ィア

によく登場する有名な学者のゼ ミにも所属 した。

在学中、菅原は、教員か ら地銀 などの金融機関への就職 を打診されていた。だが、金融

機関に勤めて苦労 している姉や兄の姿を見ていたので、菅原は、 自分には向いていないと

考え、その話を断った。

短大卒業後、菅原が就職先 として選んだのは、全国的にもよく知 られている大手 メーカ

ーのD社 であった。

3-2-3大 手 メ ー カ ー 勤 務 時 代

〔'2〕菅原 は
、 ある意 味で 「か っ こい い」憧 れの仕 事で あ るこ とを表す ため に、語勢 を強 め なが ら、

少々お どけて語 ってみせ て くれ た。
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菅原はD社 に入社する。D社 では重要 な仕事を任され、それな りの地位にも就 く。 ここで

の経験は、その後の、彼自身の心の 「拠 り所」や 「誇 り」 となっているように思われる。

D社 に入社 したばか りのころの仕事は、営業職であった。その うち技術的な仕事 もした

い と考えるようになる。職場 では、営業職のほうが花形であった。だが、「現場」にあこ

がれ を持 っていた菅原は、身体的 な危険が ともなうことを承知で、営業職 よりも 「現場」

勤務を申し出、晴れて工場に配属 された。

数年後、菅原は結婚 し、妻 との間に2人 の娘 と1人 の息子 をもうける。長女は、地元の

公立高校 を卒業後、地元の銀行に勤める。後年、菅原が大手 自動車会社 を追われ、住居 を

失 ったころ、長女 は結婚 し、同年、菅原 にとって初孫が誕生 している。次女 は、公立高校

を卒業 し、現在、国立大学に通 う。長男は、現在、中学生である。

結婚 して間もない頃、D社 の別部門であるプロジェク トが取 り組 まれている とい う話 を

耳 にす る。菅原は、 自分 もぜ ひやってみたいと志願 し、家族 を関西に置いて単身、関東地

方のE社 に5年 出向す る。

E社 で菅原は、障害物検知装置、略 して障検(シ ョー ケン)の 製作 にたず さわった。障

検 とは、自動車や人な ど踏切 内の障害物 を自動的に検知 して、その状態 を列車や駅な どに

自動的に知 らせる保安装置のことである。菅原 は工場内で、障検の図面設計 と制御盤組み

立 てなどを担当 していた。

障検部門で は、制御盤 などの製作だけでな くて、鉄道の線路付近 に設置済の障検のメ ン

テナンスもお こなっていた。障検の メンテナ ンスは、主に車両が走 らない深夜におこなわ

れた。 しか し、鉄道会社の都合で 日中にお こなわれることもあ った。高速で通過す る電車

と接触す る危険 と隣 り合わせの作業である。 だが、作業 に熱中 していると、電車が近づい

て きても気付かない ことも多い。そ こで、鉄道が近づいて くると、保線区の担当者が笛 を

鳴 らして電車の接近を知 らせた。退避場所は狭 く、線路か ら2、3メ ー トル しか離れてい

ないことも多いため、とて も危険である。 しか も、高速で通過する電車の風圧の衝撃は強

く、飛 ばされた り、逆 に電車の方 に吸い込 まれた りする危険性がある。そのため、近 くの

「つかま り棒」につか まって、電車 をや り過 ごす。

5年 の出向期 間を終 え、関西のD社 に戻ってか らは、E社 での経験 を生か してメンテナ

ンス部門 ・検査係 などを担当 し、工場内で技術指導 をおこなった。 といって も、D社 では

新 しい試みであるため、菅原 自身も手探 りの状態で、学びつつ教 える、 という指導法 であ

った。障検整備の担当得意先は、関西の主たる電鉄会社 と、一部JRで ある。菅原が製作 と

メンテナ ンスを担 当していたタイプの障検の全国シェアは、E社 が100%で あった。そこで、

親関連会社のD社 が、西 日本部門 として、アフターサービスを担当 していた。つ まり、関
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東 のE社 で 製 作 した 障 検 の ア フ ター ケ ア を 、 関 西 のD社 が担'liし て い た の で あ るLI

菅 原 が 、D社 で か か わ っ た 大 き な プ ロ ジ ェ ク トが も う ぴ とつ あ る.そ れ は 、 潜 水 艦 の 電

f制 御 関 係 の 仕 事で あ る 、,潜水 艦 は 、 浮 ヒして い る と きは 動 ノJ源 と し て ・碍lllを 川 い る 。 し

か し、 水 中 で は 、 ・庭油 は 艦 内 の 酸 素 は 使 川 で き な い た め 電 気 を 代 用 す る1,

潜 水 艦 に は 、 前 ノ∫部 と 後 ノ∫部 に 電 池 室 が あ り、 そ れ ぞ れ120本 を 積 ん で い る 、,つ ま り、

潜 水 艦 ・機 あ た り、240本 か ら250本 の 電 池 を積 ん で い る こ とに な る.潜 水 時 、 この 電 池 が

使 わ れ る が 、 そ の 際 に 放 熱 され る1.そ の た め 、1川熱 を 防 ぐた め の 冷 却 装 置 も 欠 か せ な い 、.

菅 原 の イ1:'拝は 、 こ の 循 環 パ イプ に よ る 冷 却 装 置 と、 そ の た め の 電 力 の 制 御 装 置 を 製 イ1…す る

とい う 、 和 要 な 任 務 だ っ た..菅 原 は 、1・じ 」㌃制 御 とそ の 冷 却 部 門 の 責任 者 とい う 重 要 な 任 を

負 っ た 。

(写真1)潜 水艦の構造

菅 原 は 、 簡 単.な 図llllを,1}:い て く れ た

作 裳は 、 か な り慎 重 に お こ な っ て い た.な ぜ な ら 、 大lll:のバ ッテ リー を 扱 っ て お り、 ネ

ジ ひ とつ で も 落 とす よ う な こ と で も あ れ ば 、 シ ョー ト して 爆 発 す る 危 険 性 が あ る.ま た 、

潜 水 艦 内 で 作 業 して い る と 、 あ ま りの 醤 さ に 、 汗 が1竜の よ うに 出 て く る.そ こで 、 送 風 機

(扇 風 機}を 使 うσ)だ が 、 汗 を か く と 、 体 に 、 電 気 が 走 る の を 感 じる..つ ま り、 強 ノ」な バ

ッ テ リー か ら 放 電 して い る こ と を 体 感 しな が らの 作 業 だ っ た の で あ る.

菅 原 の か か わ っ た プ ロ ジ ェ ク トは 、 軍`1罫産 業 関 係 で あ っ た た め に 、 国 家 機 密 に か か わ る

もの で あ っ た そ の た め 、 防 衛 庁(現 防 衛 省)の 職 員 も見1[llりに 来 る こ と も 多 か っ た 、、Il

場 に は 、 特 に 出 人 りを 制 限 して い る と こ ろ が あ る,そ の よ う な 場 所 で もllrは 、 腕 章 を つ け

て い れ ば 、 入 る こ とが で きた が 、 あ る 時 か ら 、ID・ 指 紋 登 録 制 を 使1!1す る よ う に な っ た..

場 所 に よ っ て は 、 防 衛 庁 と 大f関 連 ∫評1:の 社 員 の み が 人 る こ とが で きて 、 菅 原 で す ら入 れ

な い 場 所 もあ っ た,
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結局、菅原は、関東地方のE社 に5年 間出向 したが、基本的 には関西地方のD社 に勤務

し、2つ の重要なプロジェク トにかかわっていた。菅原 自身、このことを誇 りに思ってい

た。 しか し、このことは、その後の、予期せぬ路上での生活の時期において、菅原 自身を、

過去 と現実 との残酷なギャップに陥れ、苦 しませ る原因 ともなった。

3-2-4離 婚と退職へ

そんな折、家族の状況に、変化が訪れる。20年 間連れ添った妻と離婚す ることとなった。

ただ し、菅原 によれば、離婚と言って も、お互いに 「いがみあった り」などはしていない。

「お互いにお互いの ことを考 えす ぎたというか、あま りにも性格が同 じすぎた」。妻の方は、

ケアマネー ジャーの仕事のス トレスもあったが、菅原 自身へ の気遣いも大 きかった。お互

い気遣っていた。その ような気遣いが昂 じてス トレスとなって しまった。今 となってみれ

ば、「けんかす りゃよかったかも」 と反省する。

互いに対する気遣いは、予期せず同 じ時期 にピークに達す る。 どういう話 に持 っていこ

うか と、それ までの間、2人 はそれぞれ考えていた。別居 という選択肢 もあった。だが、

菅原は、別居は中途半端だ と考 えた。そ して、互いに笑いなが ら、「離婚 しよか」 とい う

結論 となった。

家族の状況 に関 して、 もうひとつの変化が訪れる。ほぼ同 じ時期、父親の認知症が進行

し、 目の前の人が誰か分からないほどになった。 さらに、手足 も不 自由になった。

D社 は菅原 に休職を勧 めた。だが、菅原 自身は 「親孝行 しようか な」 と考え、D社 に退

職届を出 して父(お よび母)の 介護に専念す るこ とに決めた。当時、菅原は金銭的に特に

苦労 していなかった。 このため、経済的な見通 しはそれほど気にかけなかった。そのこと

よ りも、父親の介護のことで頭がいっぱいであった。だが、退職の9ヵ 月後、父親は亡 く

なる。さらに、その翌月、今度は姉の夫、つ ま り菅原の義理の兄がすい臓がんで亡 くなる。

そこで、姉が実家に住 まいを移 し、母 と2人 暮 らしを始める。菅原は、家を出て、再就職

先 を探す ことになる。 これまでの実績 を買われ、菅原は、D社 か ら復職の話 を持 ちかけら

れる。 しか し、菅原 自身に、復職する考えはなかった。

その約1年 後のある日、菅原は、新聞で、愛知県の大手 自動車会社 による期 間工募集案

内を見つける。

4大 手自動車会社勤務時代

4-1愛 知 県 へ
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菅原は、新聞で見つけた期 間工 の職にす ぐに応募 し、採用 された。契約期 間は、2007年

11月 か ら2008年5月 までの半年 間である。契約期間は長 くはなかったが、菅原 にとくに不

安はなかった。住 まいは、会社が提供す る寮である。寮は市街地にある。菅原 は、そ こか

ら毎 日、20km離 れた工場 に通うこととなった。

寮 は、約30棟 が建ち並 び、各棟は5階 建てである。間取 りは3mK。 これを3人 の労働

者で住 む。一部屋ずつ鍵 がかか るようなっている。菅原が入寮 した とき、 この3正DKに 、

菅原 も含めて3人 が入居 した。 しか し、入寮翌 日、労働の過酷 さか らか、他の2人 はす ぐ

に仕事 を止め、寮 をあ とに したu3)。 そのため、菅原は、3mKの 間取 りでひ とりとなっ

た。

4-2工 場内での相互作用

菅原は、 自動車 の組立 ラインの うち、サ イ ドボディを取 り付 ける部署に配属 された。組

立 ラインとは、ベル トコンベアで次 々と流れて くるパーツに新 たなパーツをつけた りパー

ツのつ きぐらいを確認 した り調整 した りす る生産 システムである。ベ ル トコンベアはそれ

な りの速さで動いている。 この流れに慣 れるにはそれな りの技術、経験、勘が必要 とされ

る。 しか し、工場の技術職経験 のある菅原が これに慣れるまでにそれほど時間はかからな

かった。筆者は、組立 ラインに 日系外国人がいたか どうか聞いてみた。すると、 自動車工

場の事情に詳 しい、派遣村 の 「先輩」であ り、途中か ら筆者 による聞 き取 りに同席 してい

た津田(仮 名:後 述)が 、「本社直営工場に 日系外国人はいない」 と説明 して くれた。つ ま

り、工場は、直営かそうでないかによって も、労働者の層が全 く異な り、菅原は、同 じ自

動車の組み立てでも、比較的上層の労働者に属 していたことを意味する。組立 ラインには

女性労働者 もいたが、仕事の厳 しさに男女の違いはなかった。組立 ライ ンの うち、 自分の

配属部署の仕事が少 しでも遅れ ると、ラインの次の部署 に 「待ち」 を出 して しまう。全体

の作業に配慮 をしなが ら正確 に作業 をこなしていかない といけない。そこで、どうして も

トイレに行 きた くなったときは、傍 らにあ るボタンを押 し、ライン外で待機 している人 と

すばや く代わってもらい、流れを止めない ように した。

工場敷地には喫煙所がある。そ こでは、同 じラインや別のラインの労働者が互いに会話

㈹ その工場 は、(あ くまで も)ネ ッ ト上や 口伝で は、「刑務所」 「収容所 」な どと表現 される こともあ

る。た だ し菅原 にとって、そ こまで抑圧 された場所 とは考 えなか った ようで ある。 忍耐力 だけでな く種 々

の資質が、菅原 には備わ っていた ように見 える。
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を交わし休憩を とる。すべての人が煙草を吸 うわけではない。上司が煙草を吸わないこと

にあわせて、やめようとする人 もいた。

喫煙所には、正社員も、派遣労働者 も、菅原のような期 間工 も集 まる。このような休憩

の時間にしか互いに話す機会はない。そ こで交わされる話題は、あ まり込み入った仕事の

話題やプライベー トに立ち入る話題は避け られた。工場内における 「期間工」「派遣」「正

社員」 といった雇用体系 にかかわる話 もされない。同 じ期 間工や派遣労働者 などが、不安

定な自分たちの雇用の形態について ぐちにこぼす ようなこともあま りない。菅原によれば、

この工場 に限らず、職場では、一般 に 「政治と宗教のことは聞 くべ きでない」 という暗黙

の了解がある。 したがって、交わされる話題といえば、休みは何 をしているのか、機械の

操作でや りに くいところはあるか、暑いが水分補給は きちんとしているか、 といった類の

ことであ る。パチンコなど賭け事の話 もよ く話題にのぼった。菅原 自身は、賭け事はまっ

た くしないので、話 をあわせ る くらいであった。

菅原は、愛知の慣れない地で、とにか く一生懸命働いた。しか し、2008年9月 のある 日、

「契約満了」によ り退社を通告する旨の書類 を受け取 る。

4・3「 契約満了」 にともな う退社 と退寮

菅原が期間工 として入社 したのは、2007年11月 、6ヶ 月契約だった。つ まり、2008年5

月までである。その後、契約更新 は6ヶ 月お きに行われた。それが、ある時か ら、3ヶ 月

おきの契約更新に変わった。 ところが、なぜか、2008年5月 の契約更新時、渡 された契約

書 には、契約期限は 「2008年10月13日 まで」 となっていた。つ まり約6ヶ 月間の契約期間

となっていた。菅原は、「3ヶ 月契約から、また6ヶ 月契約 に戻 ったのかな」 と思った。実

際、2008年9月 初旬には、会社側か ら菅原に対 して更新するか どうかの打診があった。菅

原は、延長の意向を伝 えた。 しか し、意向を伝えて数週 間もたたない2008年9月 中旬、「契

約満了にともなう、退社の通告書」が菅原のもとに届 く。通常、契約期間が1年 以上の場

合、雇用保険が適用 され る。 しか し、実際には1年 以上の勤務実績があっても、菅原は短

期 間契約 を更新する、いわゆる 「細切れ」契約 を結ばされていたため、雇用保険の適用外

となる。だが、このときの菅原は自らが保険適用外であるということも知 らなかった。

通告書を受け取って菅原が退社 したのは、その1ヶ 月後の2008年10月 中旬である。会社

は、会社規則によ り、退社 日か ら3日 以内に寮を引 き払 うよう、菅原 に通知 した。 もっと

も、こうした規則は、現実 には法的拘束力はな く、次の仕事がみつか るなど、生活の 目処

がたつ までの間、寮にとどまることはで きる。だが、そ うしたことを当時の菅原 は知 るよ
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しもなかった(14}。無職で退寮すると、次の住 まいを見つけることは きわめて難 しい。なぜ

なら、アパー トを探 し、入居す る際には家賃の支払い能力、すなわち、収入の見込みを大

家に示すことが必要になる。一方、求職活動は、住所不定では、事実上、無理である。採

用 までの間、会社 と連絡 もとれない し、なに よりも、生活が安定 していない人を会社は雇

いたが らない。つ まり、仕事 と住 まい を同時に失 うと、仕事 も、住 まい も、 どちらも見つ

けることが難 しくなる。菅原は、 まさにその二重苦の状態 に突然、陥ることになったので

ある。

退寮する と、炊飯器 ・掃 除機 ・ポ ッ ト・衣装 ケースな どの家財道具、スーツ ・普段着 ・

下着な どの衣類を保管 してお く場所がな くなる。掃除機な どを抱えて持ち歩 くわけにはい

かない。菅原には、そのような状況 を理解 し助けて くれ る人がいた。勤めていた自動車工

場のある社員が、菅原に声 をかけ、「宿泊先 を提供することはできないが、家財道具 などの

置 き場所 として使 って くれていい」 と、自宅の納屋 を一時的に提供 して くれたのである。

退社 と退寮を強いられて、ホーム レス となることを余儀な くされた人々の多 くは、 自分

が持 っている家財道具 を手放 して捨てて しまうことになる。菅原の推測では、それは7、

8割 の人がそ うせ ざるをえない。家財道具 を捨てる とい うことは、置 き場所 を提供 して く

れる人がいないな ど、その人に社会関係資本がないことを意味する。家財道具 などを一切

失 うと、後 日居宅 を得 る段階に至ったとき、生活再建にかな りのコス トがかか る。菅原の

場合、家財道具等の置 き場所 を提供 して くれる人がいたので、「ある意味で、運が よかっ

た」。このことは、 また、路上生活を送 る上でも大 きな利点 となった。 自動車会社の期 問

工 として働 いていたとき、菅原は、礼服 を含めたスーツ6着 、スラックス7本 、 ネクタイ

10本 を持っていた。 また、日常の着替えの服 も持っていた。 このため、「他のホームレス

よりも、身な りは きちんとしていた」のだ('5}('6)。この時、社員 も菅原自身 も、置き場所が

必要なのは一時的なことであって、住まいも就職先 もす ぐに見つか ると考えていた。 しか

し、その考えは甘かった。

個 菅原 の支払 ってい た寮費 は、借 家を使 う対価 と して支払われ る家賃 とは考え られないため に、 会

社は半年 以上前 に明け渡 しを 申 し入 れな けれ ばな らない とい う借 地借家法 の規定の 適用 はない。 しか し、

最高裁の判 例では、明渡 し期間につ いて、半年の明渡 しの猶 予期間 を基準 とすべ きで ある としてお り、 こ

の基準に よって 「す ぐに退寮す る必要 はない」 と言われている。

q5}この言葉は、 しば しば言及 され るような、他 の路上生活者 との 「差異化(distinction)」 を図ろ う

とす ることを表す もので はない。

鮒 路上生活 時代、炊 き出 しに並 んでいた ものの、用 意 されていた炊 き出 しの量が十分で なか った と

き、 ボラ ンテ ィアが 「あ、お じさんは違 うね」 と言 って、炊 き出 しの食事 を提供 して もらえ なか ったこ と

もあ るとい う。 このため 、「もう少 し汚い恰好 を したほ うがいいの だろうか」 とも考 えた という。E・ ゴ フ

マ ンも 『日常 生 活 にお け る自己呈 示』 に おけ るパ フ ォーマ ンス論で 指摘 して い た 「逆 方向へ の 理想 化

(negativeidealization)」 である(Go缶nan1959=40=1974145).
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5ホ ーム レス時代 ホテル生活か ら路上への 「転落」 ・生活解体

5-1ビ ジ ネ ス ホ テ ル ・ネ ッ トカ フ ェ で の 生 活

親切な社員の納屋に 自分の荷物 は置かせて もらえたが、菅原 自身の身の置 き場所 はなか

った。 そこで、「一時的な」宿泊先 を探 した。その ころ、関西か ら愛 知県 にやって きて、

すでに1年 近 くの時間が経 っていた。 しか し、周辺地理についてあ まり詳 しくない。大手

自動車会社工場勤務時 も、ほ とんど寄 り道をすることもな く寮 と工場 を行 き来 していたか

らである。そのため、一か らよさそ うな宿泊先を探すことになった。当時、菅原は、宿泊

先 といって も、新 たな居宅が見つか るまでの一時的な ものであ り、入居 までの期 間も長 く

とも1ヶ 月 くらい と踏んでいた。所持金 には限 りがあるために、なるべ く安い ところが よ

い。だが、「おか しげな ところに泊 まるの はイヤ」であ る。そ こで、業種 別電話帳冊子

『タウンページ』を使 って、安いが 「怪 しく」 なさそ うな宿泊先 を探 した。

ビジネスホテルは宿泊料金が6000円 以上の ところ も多い。だが、よ く探 してみれば、1

泊4500円 か ら5000円 くらいの ところ も結構 あった。そこで、1泊5000円 の ビジネスホテル

を選んだ。実は、5泊 以上す る場合、割引料金が適用される。そこで、菅原は最初、5日

単位で、1泊4000円 で宿泊 していた。 しか し、就職活動 も難航 し、滞在 も長期化 し、金銭

的に苦 しくなってきた時、ホテルと個別 に交渉、実際には拝み倒 して、1泊2500円 で泊め

て もらえることになった。

だが、困ったことに、そのホテルは年末年始が休業であった。12月26日 か ら翌年の1月

5日 まで、そのホテルに立ち入 ることはで きなかった。菅原はそこで、「一時的な」路上

生活を経験す ることになる。菅原の父は、北海道網走市番外地という極寒の地の育ちだが、

菅原自身は、比較的暖かい本州関西の育ちである。寒空の季節 の中、駅の構内で寝泊 りを

した。警備員に注意 され るか気 にな りは したが、 とくに呼び止め られ るこ とはなかった。

この とき、ち ょっ とした食事 をす るくらいのお金は持っていた。

路上で5日 間を過ご したが、年末の12月31日 、「日本人」 らしく、「紅 白歌合戦が見たい

なあ」 と思った。そ こで、大晦 日の12月31日 か ら、正月の1月1日 、2日 、3日 の4日 間

は、駅近 くのマ ンガ喫茶(イ ンター ネッ トカフェ)に 泊 まった。正月明けの4日 、5日 は

また駅で寝泊 りを した。そ して、6日 にはビジネスホテルが営業再開。菅原は、元のホテ

ルに舞い戻 った。そこで しば らくは生活 をしていた。

しか し、 まもな く、資金が底 を尽 きた。2009年2月 のあ る日、菅原は文字通 り、路上に

放 り出された。
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5-2路 上生活者への 「転落」

菅 原 は こ の と き、 初 め て 人 生 の ど ん 底 を 経 験 す る こ と に な る17、

広 場 お よ びX公 園 に な っ た 、

i三な 生 活 の 場 は 、 駅 前

(写真2)X公 園

菅原が相談 した派遣村相談会も、 この公園でお こなわれた、.

路 ヒ生 活 初 心 者 の 菅 原 に とっ て 、 最 初 は と くに 「難 儀 」 す る こ とが 多 か っ た。 着 て い る

衣服 が 汚 れ て い く こ と もそ の ひ とつ で あ る..何llも 同 じ服 を 着 て い る と、 服 に だ ん だ ん と

汗 と汚 れ が 染 み 付 い て くる.,汚 れ た ま まの 服 は 、 低 い 外 気 温 と相 ま っ て 、 い っ そ う 体 温 を

ドげ 、 体 調 を悪 くす る、、

た だ し、 菅 原 の 場 合 、 前 述 の よ う に 、 持 ち 物 を 置 い て お く場・所 を提 供 して も ら っ て い た

た め 、 衣 服 を洗 濯 して 取 り替 え る こ とが で きた1..靴 ド、 ズ ボ ン、 ド着 、 シ ャ ツ な ど は 、 公

園 の 障 が い 者 川 の トイ レの 洗 面 所 で 洗 っ た 、洗lfl「所 は 、 水 の 出 し っ ぱ な しが で き な い 、 プ

ッ シ ュ式 の 水 道 で あ っ た 、、洗 濯 粉 は 、 溶 け 残 る の で 、 石 鹸 を 使 川 した.、

洗 濯 物 は 、 公 園 内 の1「面 に あ る 、 少 し高 台 に な っ て い る ステ ー ジ の 鉄 柵 部 分 に か け て 並

べ て 「し だ.公 園 で は 別 の 路 ヒ生 活 者 た ち も生 活 して い た が 、 そ の 鉄 柵 に 関 して は 、 菅 原

以 外 の 入 々が 使 川 す る こ と は な か っ た,と い う の は 、 ス テ ー ジ の 鉄 柵 部 分 は 少 し高 台 に な

っ て お り 、 菅 原 の よ う に 身 の こ な しの 軽 い 者 で な くて は 、 洗 濯 物 を1二す に は 不 都 合 で あ っ

イ ン タ ビ ュ ー 時 、 筆 者 は菅 原 に 、 質rl9社 会 調 査 に お け る ラ イフ コ ー ス研 究 の ひ とつ の 方 法 と して

知 られ る 、 「人 生 地 図 」 〔生 活lll竜足 度)を 描 い て ほ しい とお 願 い を した 〔Clauseni995:L37)菅 原 は 描 くこ

とを 断 ・)たが 、 あ え て,1}二くな らば 、 波 の 変動 は あ ま りな く、10段 階 の う ち{1く ら い を 水'ド に描 くが 、路 ヒ

生 活時 だ け は 、急 落 した の だ とい う
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たためである

(写真3)公 園のステージと鉄柵の写真

ここで菅原は筆者に洗濯物のrし ノ∫を実演 して くれた,

こ う して 、 菅 原 は 、 毎llの ほ とん ど をX公 園 や 駅 前 広 場 で す ご して い た,、だ が 、 路 ヒ生

活 が 長 引 くに つ れ 、 だ ん だ ん と 気 分 が 落 ち 込 む よ う に な っ て き だ 、 関 西 で はD社 と い う 名

の 通 っ た 企 業に も勤 め て お り、 そ れ な りの 地 位 ・役 職 に もつ い て い た 、,そ れ な の に 、 ど う

して 今 、 こ ん な こ と を して い る の か 、 なぜ こん な 風 に な っ て し ま っ た の だ ろ う か と 自 暴 白

棄 に 陥 り、 む しろ 死 ん で し まい た い と も 考 え て い た 、

5-3資 質 を あ ら わ す エ ピ ソ ー ド

そ ん な 路 ヒ生 活 時 代 の エ ピ ソ ー ドは い くつ か あ る 。

あ るIIの こ と 、 菅 原 は 、 い つ もの よ う に 朝 か らX公 園 に 行 き 、 公 園 の 洗 面 所 で 、 靴 ドや

ズボ ン、 ド着 な どの 洗 濯 を して い た そ し て 公 園 内 の 正 面 に あ る 、 少 し高 台 に な っ た ス テ

ー ジ の 鉄 柵 部 分 に 洗 濯 物 を 「し て い た 時
、30代 半 ば く らい の 男性 が 、 穏 や か な顔 つ きで 菅

原 に 近 づ い て き た.そ の 男 性 は 、 菅 原 に 「こ の 公 園 で 寝 泊 ま り して い る の?こ の 生 活 は も

う長 い の で す か? .」とた ず ね て きた.そ れ を き っ か け に 、 菅 原 は ス テ ー ジ ヒに 昇 っ た ま ま

の 状 態 で 、2人 で い ろ い ろ な 話 を した 、別 れ 際 、 男性 は 「オ ジ サ ン、 死 ん で は ダ メで す よ」

とい っ た.そ の 言 葉 に 、 菅 原 は 自 分 の 心lllを 見透 か され て い る よ う な 思 い が した 、,菅原 は

再 び 、 洗 濯 物 を レし始 め た 、す る と 、 ドか ら そ の 男 性 は 、 「こ れ 少 な い し、1食 分 しか 無

い け れ ど」 と 詫 っ て 、 物 「しを して い る菅 原 の ズ ボ ンの 後 ポ ケ ッ トに チ ャ リ ン、 と小 銭 を

人 れ た.1菅 原 は 」'寧に 礼 を 言 う と、 男性 は 微 笑 み な が ら 、 去 っ て い っ た.,物 レし作 業 が 終

わ っ て 、 高 台 の ス テ ー ジ か ら 降 りて 、 ポ ケ ッ トの な か を探 る と、 な ん と1000111札 が 人 っ て
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いた。小銭 と合わせ ると、1590円 入っていた。 これは、1食 分 どころか、路上生活者の菅

原にとって、10食 分以上に値す る金額であるq8)。驚いて、ふと男性が去っていった方向を

見ると、公園近 くの交差点で信号待 ちをしている姿が見 えた。大声で、「お兄さん1」 と

呼ぶ と、男性 は振 り返ったので、再度、「あ りが とう」 と言って、深々 とお じぎをす ると、

同 じように男性 もお じぎをして去っていった。

その後、菅原はベ ンチに座 り、少 し眠 りなが ら洗濯物が乾 くのを待った。午後3時 半 ご

ろ、起 きだ してステージに昇 り、乾 き具合 を見ていると、ステージとは正反対 の方向か ら、

自転車に乗った60歳 くらいの 「ご婦人」が、菅原のほ うに向かって近づいてきた。そ して

菅原 との距離5mく らいの ところで 自転車に乗 ったまま止めて、 じっと 「苦 虫を噛みつぶ

したような、おっかない形相」で、5分 くらいじっと見ていた。 こんなところで洗濯物 を

干 しているので、お叱 りを受けるのかな、 と思いなが ら、気がつかないブリをして、洗濯

物を取 り入れていた。すると、その婦人が、自転車か ら降 りて、歩いて菅原の元に近づい

て きた。あいかわ らず形相はかわ らず、厳 しい表情だった。そ して菅原の足元近 くで立ち

止まる と、ステージ上の菅原の足元に500円 玉 を1枚 置いて、「ガンバ リ1」 と一言残 して、

菅原がお礼 を述べ る間もな く、 自転車のほうに戻 っていった。ステージ上か ら、「あ りが

とうござい ます。ガンバリます1」 と言って も、 とくに反応 も無 く、無表情で 自転車に乗

って去っていった。菅原がステージ上か ら降 りて、婦人が去 ってい くのを目で追っている

と、今度は、婦人の方か ら菅原のほうを見て手 を振 った。菅原は、婦人の姿が見えなくな

るまで、お じぎを していた。

当時、菅原はさまざまな迷いや葛藤で自暴 自棄に陥 り、死 まで も考えていた。そんなな

か、男性や 「ご婦人」の言葉が 「胸 につ きささ り、目か ら鱗が落ち(誤 りを悟 り迷いから

覚める、 という元来の意)、 再度 自分 自身を見つめなおすことがで きた」 と回顧する。

路上で生活 している人々のなかでも、 なかなかこのようなちょっとした援助 を受けるこ

とので きる人は少ない。 しか し菅原 には、た とえ路上に 「転落」 して も、手 を差 し伸べ る

人物が現れる。 しかも、菅原は、そのような人物 の存在 を、心の支 えとするだけの気力 を

持 ちえていたのだ。

q8)X公 園か らほ ど近い、あ るうどん屋 の 「かけ うどん」は、一杯105円 で ある。温 かい ものが食べ ら

れる というこ とで、路上生 活時代 、菅 原はこの うどん屋 を重宝 した。
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5-4「 家出少女」との出会い一 慕われる資質

また、こんなこともあった。生活の再組織化に志向するのに役立つ、菅原の相互作用上

の資質や能力をあ らわすエピソー ドである。

3月 のある 日、 日々の暮 らしを送 っていたX公 園で、路上生活者 同士のちょっとした衝

突か ら、「イヤな空気」が流れた。そこで、場所を変えて、X公 園か ら徒歩10分 くらいの場

所にあ るY公 園へ歩いて行 った。朝の8時 ごろである。 そこで、ある 「女の子」を見かけ

た。その女の子は、パ ンか何かを食べていたのだが、それをボロボロとこぼしていたため

に、下に落ちた 「食べかす」を食べ に来 るハ トの大群 に襲われていた。そこで、菅原は、

ハ トを追っ払 ってやった。その女の子 は、「リコ」(仮 名)と 名乗った。聞いてみれば、当

時春休 み中で、新年度か ら中学3年 生になる とい うことだった。両親は離婚 し、父 と2人

で暮 らしているのだが、受験やその他のス トレス もあ り、父親 とけんかをし、家を出てき

たのだ とい う。菅原 とリコ。世代はまった く異 なるが、2人 とも居場所のない者同士であ

る。学校の こと、部活のこと、家庭の ことなど、菅原は、 リコといろいろな話 をした。彼

女は話の途中で、「オジサ ンはなんて名前?」 と尋ねて きた。「あ一、仲間うちではスガさ

んで通ってるけどなあ」 と答えると、少 々驚いた様子で、「え?な んて名前?」 と再 び尋

ねて きた。「菅原」、そう告げると、彼女は、少々はにかんだ様子で、 自分の名前が書 かれ

た生徒手帳を出 して菅原に見せた。なんと、同 じ 「菅原」の姓であった。

それが きっかけとなって、菅原と 「菅原 リコ」との会話はさらに弾んだ。彼女は、将来、

アニメ関係の仕事が したいと考 えていた。その関係で、美術や書道に関心があった。その

日、Z市 の美術館で書道の無料展示会があったので、2人 で一緒 に行 くこととなった。美

術館では、この字はこういうふ うに読 むんだよ、などといろいろなことを教 えた りしなが

ら、楽 しく2人 で書道を展覧 したqgl。 まさか彼女 は、自分が路上生活者だとは、夢に も思

っていなかっただろうと、菅原は語 る。

美術館 か らの帰 り、道端で リコは急 に立 ち止 まった。「オジサ ン、 ちょっと待 ってて」

と言って、急 に走 り出した。 トイレにで も行 くのか と思 ったら、リコが走っていったのは、

地元で人気の回転焼 き(今 川焼 き ・大判焼 き)の 店であった。いつ も客の列がで きている

ので、菅原 もいつ も気になっていた店であったが、1つ40円 も出すのは もったいない と思

い、買ったことはなかった。 リコは、回転焼 き4つ を抱 えて菅原のほうに走って帰って き

q9レこれ には、菅原の尊敬す る兄が、幼少期 に書 道教室に通 ってお り、菅原 も時折、 出入 りしていた

ことが背 景にある ように も思われ る。 菅原の定位家 族には、教養 を重視す る雰囲気 があ り、そ れが一定の

文化資本 とな っていた ように思われ る。
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た。「オジサ ン、今 日はいろいろ と教えてもらったか ら、お礼にあげる」 と言って、2つ

を菅原の前 に差 し出 した。「あ りが とう、あ りが とう」 と菅原は言いなが ら、1つ を口い

っぱいにほおばった。 もう1つ は、食べた ブリを して、そっ と自分のカバ ンに しまった。

それは路上生活者 にとって、一気に食べて しまうのが もったいないか ら…… と考えたわけ

ではな くて、同 じく路上生活仲間の 「とっつ あんにやろ うと思 った」。

楽 しい時間を終 え、彼女 との別れ際に、父親 とどの ように接 したらよいかなどについて

ア ドバ イス した。何で もないようなことで もよいので、父親 との会話の時間は極力多 くす

ることを勧めた。 当初、彼女 はその 日は家に帰 らず に外泊するつ もりだった。 しか し、当

日の別れ際 に、「無断外泊なんて しないで、きちんと家に帰 ります」 と約束 して くれた 〔2D)。

この とき菅原 は路上生活者。誰に断 ったというわけで もな く、ある意味で 「外泊」 を続 け

る しか ない身である。この境遇に、菅原は心の中で苦笑 した。

6「 派遣村」活動との出会い一 生活の再組織化へ向かって

6-1き っ か け と 「流 れ 」

前節の家出少女 との出会いのエピソー ドは、本稿の関心か らすれば、菅原の相互作用上

の資質と能力 を示 している。その後 も菅原は、ハローワー クに通った り、就職情報誌を活

用 した りしなが ら、就職活動 を続 けていた。 しか し世間の風 は冷たい。電話で問い合わせ

を した時点で即断 られた り、面接 の機会を得て も、住所が定まっていない、連絡先 もない、

とい うような理由で断 られた りした。正社員どころか、 アルバ イ トさえ容易ではない こと

に気付 き、 ます ます気を落 としていた。

しか しそん な折、 ホーム レス支援をおこなう民 間団体か ら、X公 園で 「派遣村相談会」

とい うものがおこなわれると聞いた。路上生活者の仲 間内では、「相談会 に行 って、手伝

いをすれば、何か食べ物が もらえるらしい」 という話になっていた。

相談会当 日、早朝か らX公 園に足 を運んだ。そこでは、何か食べ物 をもらえることを期

待 して、 とい うわけで もなかったが、会場の設営 にも協力 した。 ビラ配 りも手伝 った。相

談会は、10時 ごろか ら始 まった。 だが、その時、菅原は相談 しようか どうしようかと躊躇

していた。 しか し、相談 を終 えた人び とが、笑顔で帰っていった り、お互いに談笑 してい

⑳ この節 では便宜的 に 「家出少女」 とい う表現 を用い たが 、菅原 リコには無 断外 泊の経験 は一度 も

な く、 この 日も、菅原のおか げ もあってか外泊す ることを免れた。
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た りするのを見て、 自分 も相談 してみることを決めた。

住居のこと、生活のこ と、就職のことなど、困っていること、悩 んでいること、希望す

ることな どを 「相談員」 にすべて話 した。その結果、菅原が驚 いたことに、当 日の うちに

住居が決まった。住所 を定めて、当面 は生活保護 を受けなが ら、就職活動す る方針が導か

れた。

数 日後、支援するボランティアの有識者に同行 して もらい、福祉事務所へ生活保護の申

請をした。その時、社会福祉協議会(社 協)か ら、一時貸付金 として、2万 円を貸与 され

た(1万5千 円 という人 も多いが、菅原には2万 円が貸与 された)。7月 には、6月 分 と

7月 分か ら一時貸付金の分 を引いた分が、 まとめて菅原に支給 された。

生活保護 について は、近年、「濫給」(必 要のない人に支給 されること)よ りも 「漏給」

(必要な人にいきわた らないこと)が 問題 とな りつつある。 だが、それで も、い まだステ

ィグマ性がつ きまとう。菅原 も、周囲か らは、「まだ働けるの に、50代 で生活保護 なんて

・・…」 というような非難や中傷の声 を聞 く。無論、菅原 自身も、早 く就職 して生活保護を

断って 自活 したいのに、就職はなかなか決 まらず に焦 っているとき、そのような非難や中

傷の声が聞こえて くる。そんな とき、常 日頃か ら親身になって相談に応 じ、かつ緊密 な関

係 を築いている津田から、焦る必要はない という激励 を受ける。焦って仕事 を見つける必

要 はない、菅原は福祉関係の仕事が向いていると思 うので、資格取得す るの もいいか もし

れない、な どというア ドバイスを受ける。実際に、福祉関係の仕事 にかかわる気があるか

どうか、菅原 自身も分か らない。だが菅原は、 どこか開き直った ようなすがすが しい気持

ちになった。焦る気持ちがな くなると同時に、い まだ模索中ではあるものの、今後の 自分

の目標や進むべ き道を見つけたような気が した。

6-2菅 原の資質と社会関係資本

以上、菅原の生活 史をみて きた。菅原の生活史は、1関 西地方での生活期、H大 手 自

動車会社勤務期、 皿 仕事 ・住居喪失期、IV派 遣村活動へ の参画期、の4つ の時期 に分け

られる。 このなかで、彼 にとって最 も深刻 な時期、す なわち、危機の時期 は皿期(生 活の

解体)で あるが、その後、様々な出会いや出来事 を経て、IV期 に移行する(生 活の再組織

化)。 では、こうした生活のプロセスのなかで、菅原は周 囲の人 とどの ような人間関係 を

築いていたのか。上の生活史でもうかがえるところで はあるが、 ここでは、改めて、彼 の

生活史を、主に皿 ・IV期に焦点 をあわせつつ、彼の持つ資質や社会関係資本の観点か ら4

点ふ りか えっておきたい。
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第1は 、家族についてであ る。離婚 したとはいえ、彼には、精神的なよりどころ として

の家族があった。現在、「派遣切 り」の問題で明 らかにな りつつあるのは、多 くの人 々に

とって、 自分の経済的、精神的なよりどころとなる故郷 ・ホームを持ちに くい時代が来て

いる というこ とである。そ うした故郷 ・ホームのない人々が現在、路上にあふれている。

菅原の場合、経済的な よりどころはなかったが、精神的なよりどころがある。実際、彼は、

いつか復縁 もあるかもしれない、 とい う希望 を持 っているし、子 どもの存在 を心の支えと

している。

第2は 、友人関係についてである。菅原には、皿期 とい う危機的状況下において も、 も

らった回転焼 きを大事に残 して手渡す 「とっつあん」 とい う友人がいた。そ して、現在 も、

この友人 とつなが りがある。路上生活か ら抜け出し、生活保護を受けてアパー ト暮 らしを

するようになると、路上生活で築いた人間関係が切 れて、孤独 になって しまう、 というこ

とがよ くある。 だが菅原の場合は、つ らいときにも仲間がお り、 また、その仲 間とは、今

もこのつ らい ときを共有で きる関係 にある。菅原は、 とっつ あんのことを本 当に楽 しそう

に語 る。実は、 とっつ あんも、菅原 と同 じように、派遣村相談会に来訪 し、菅原と同 じア

パー トに住んでいる。そ して、 とっつあん とは毎 日、他愛 もない話 をす る。ある日、隣の

アパー トに好みの タイプの女性が住んでいることにとっつあんは気付 き、 どうやった ら彼

女に名刺を渡すことがで きるか、菅原に真剣に相談 している。また、 とっつ あんには喘息

の持病がある。ある日、ひ どい発作が出たとき、菅原があわてて病院に連れて行った。だ

が、「病 院の受付 に綺麗 な女の子がいるのを見つけたとたんに治った」 という。 この よう

に、 とっつあん との関係は、現在、単調にな りがちな菅原の生活のアクセン トとなってい

るだけでな く、誰かに頼 り、頼 られている、 とい う感覚が菅原に とっておそ らくは 「太陽

には じぬ生活」を支える基盤 となっている。

第3は 、メンター(導 き手)の 存在である。つま り、菅原の場合、津田が これにあたる。

菅原 は津 田に 「引 きず りこまれ」、さまざまなこ とを学 んでいる。菅原たちは(本 稿執筆

時)、 市民セ ンターの一角で、毎週相談会 を実施 している。菅原には、法律の専 門知識は

ない。そのため、法的な相談に乗 ることはで きないが、 自分 もいわば 「当事者」 として、

自分の経験 を生か して、「貧困」 にあえ ぐ相談者の生活の立て直 しに向けた援助 を続けて

いる。た とえば、相談 にやって きた人と雑談を して緊張を解いた り、 アンケー トや履歴書

な どの書類の書 き方の補助 をおこなっている。津田には、こうした活動の助言だけでなく、

将来の見通 しをも与 えてもらっている。津田には、現状 にあせる必要はなく、福祉関係の

資格 をとることをすすめられている。それだけでなく、彼 との活動を通 じて、新 たな関係

の構築 も促進 された。た とえば、市役所の 「職員 さん」 と顔 な じみになったとい うの も、
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菅原の生活の立て直 しに良い影響 を与 えている。 あらゆる出会いのなかで も、それが一番

重要か もしれない、 と菅 原は話す。菅原 は、「貧困」 など同 じような境遇にある人 々が、

スムーズに生活保護を受け られるようにするため、 さまざまな支援活動 をしている。たと

えば、市役所地下の コピー室で、「住基 カー ド」のコピーをとっていると、市役所職員は、

「何 している人かな」 という 目で菅原 をみ る。そ こで、菅原は、津 田が作成 して くれた

「派遣村実行委員会」の名刺 を渡す。する と、そ こか ら、会話が始 まる。菅原によれば、

よくある役所の敵対的なイメー ジに反 して、こちらのことをかな り親身になって考 えて く

れている面 もあるのだ とい う。そのこ とに菅原は感謝 している。

第4は 、こうした彼の人間関係 を通 してみ えて くる彼の資質であ る。丁寧で丁重なふる

まいか らうかがえる律儀 さ(自 分の生活史の整理、援助へのお礼)、 人なつっこさ(「 家出

少女」 との会話)、 自分 の失敗話 をお もしろおか しく話せ るユ ーモアの精神(好 きだった

女の子が別の高校 に……)、 な どを初め として、彼には どこか人を誘引する力がある。現

在の派遣村活動においても、たとえば先の津 田は、一部の 「上か ら目線の」高圧的な市役

所職員に対 して、かな りの異議申 し立てをす る。その一方、菅原は、職員に対 して柔 らか

い態度で接す る。その ような性格 と態度もあって、菅原 は役所の職員からも慕われている

のだと津田は述べ る。先 に見た第1か ら第3の 点は、多かれ少なかれ、 いわば、この資質

に引 きつけ られて構築 された社会関係 ともいえるのではないだろ うか。

以上、菅原の資質 ・社会関係資本について、4つ を見て きた。これ らが複合 して、彼 は、

今、アパー トに住み、生活をすることがで きている。 しか し、逆 にいえば、他の多 くの仕

事 と住 まいを失った労働者のうち、 どれだけの人が、こうした社会関係や資質に恵 まれて

いるだろうか。こうした個人の社会関係や資質の有無に人生を託す社会がはた してよいか、

とい う議論 も出て くるかもしれない。

7ま とめ

多 くの路上生活経験者は、資本 を再組織化 して生活を立て直 してい くのに大 きな困難を

ともなう。路上生活者のなかには、社会的活動に参画す ることはおろか、 自身の援助 を請

うことも困難な人 も多い と聞 く。菅原の場合、パーソナ リテ ィ(思 慮深 さ、几帳面さ、人

に対するや わらかい態度、な ど)、 社会 ・文化資本(親 戚や家族、助けて くれ る元同僚、

その他知人 ・友人など)、 人的資源(知 性、体力、心身の健康、料理の技能な ど)、会話資

源(援 助 して くれる人 を引 き寄せ る工場 内での会話、「とっつ あん」 との会話、公園で出

会った人々か らの激励など種 々の言葉、など自尊心 ・社会的絆 を育むもの)が 、派遣村活
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動 と出会ってか ら、社会圏を広範 なものに し、弱い/強 い社会的絆を形成す るのに寄与 し

た。派遣村活動 は、結局、社会的絆 ・ネッ トワークの網の 目のなかでの、菅原の社会的位

置を多少な りとも確 固としたものに し、援助を受ける/与 えるなかで、生活の再組織化は

促進 された。

こうして考察 を加 えてい くと、一つの命題が浮かび上が る。 それは、<さ まざまな資源

を失 った り、その有効性が減退 したなかで生活解体が起こっても、ある種の資質 を有 して

いれば、生活解体の程度が軽度です んだ り、その後 の生活の再組織化が容易 とな りうる〉

ということである。 たとえ生活危機 におちいった として も、過去に資質 ・資本 ・資源の蓄

積がなされていれば、円滑で柔軟な生活 の組織化が期待で きる。初期 シカゴ学派の家族研

究者、たとえばキャバ ンや ランク、あるいはフ レイジアが、当時の大恐慌 などで衝撃 を受

けた流動的な社会において、いかに して生活の再組織化がなされるか分析 しようとしたこ

とが、この命題か らは思い起 こされる(CavanandRanck1938;大 山2003,Frazier1931,

1932;西 川2008b,2009)。 彼 ・彼女 らは、生活の再組織化のためには、家族の組織化が重

要であると考えた。もちろん、家族は重要な 「親密圏」であるが、生活の組織化 にとって、

家族にとどまらない広義での親密圏の再組織化 と構築、 さらには、それまでに蓄積 された

資質 ・資本 ・資源が、生活の立てなお しに大 きく寄与す る可能性がある。

流動化 ・不安定化 した現代社会においては、誰 しもが職や住 まいを失 う可能性 がある。

しか し、個 々の条件に大 きな違いはあれ、生活解体の状態に陥ったとして も、再組織化 を

容易にするための活動や トレーニングもまた、誰でもできる可能性がある。つ まりそれは、

日々の生活のなかで、各 自お よび社会の レジリエンスを高めてい く社会的行為 ・活動 であ

る。それ らを容易 にす るため には、フォーマル/イ ンフォーマルなレベルでの多元的な社

会の仕組みづ くりも必要 となって くる。21世 紀初頭の現代 日本において 「貧困」 に対峙す

る菅原の事例 は、そのことを示 しているように思われる。
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Disorganization and Reorganization of the Social Life in 

Regard of Contemporary Poverty Problems: Life History 

 of a Consulter at a "Hakenmura" in Aichi Prefecture

Tomoyuki NISHIKAWA

       Poverty in Japan has become quite a serious problem in recent years. A large 

population has lost their jobs and houses. In order to help such people, a so-called 

village named "Toshikoshi-Hakenmura", which means village for temporary workers to 

see the old year out, was established in Tokyo in December 2008. It was well known for 

its social activities to fight poverty issues. However, "Toshikoshi-Hakenmura" did not 

last for long, and handed its objectives over to a new social activity, simply called 
"Hakenmura"

, which then spread all over Japan. 

      Considering contemporary poverty problems, the present paper explores the 

process of disorganization and reorganization of the social life through interviews in 

Aichi Prefecture. I conducted in-depth life history interviews with a man who worked 

as both a consulter and a staff member in the "Hakenmura" planning committee in 

Aichi Prefecture. From the narrative of the informant, I managed to distinguish four 

stages in terms of his personality and social capitals. In the first stage, he worked as a 
"respectable" laborer and lived with his family in Kansai area . In the second stage, he 

lost his family and started a new life in Aichi Prefecture as a worker in a giant 

automobile company. In the third stage, he lost his job and house, and experienced 
"the bottom of his life" as a homeless . In the fourth stage, he encountered 
"Hakenmura" and attempted to rebuild his life by participating in its activities . The 

findings show that it is crucial to acquire preliminary social capitals or resources 

including a certain kind of personality as preconditions for reorganizing one's life. 

      The findings suggest that if one loses his job and/or family, he would be able to 

rebuild his life not only by seeking new challenges but also using preliminary human 

and social capitals or resources. One can acquire necessary social capitals through 

training, and also by meeting various kinds of people before the unexpected 

disorganization of life would happen. The present study also indicates that our society 

in the twenty-first century urgently needs to create multiple social systems in order to 

support people on both formal and informal levels.
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